そのとき、頭の中に、不思議な優しい響きを持つ声が聞こえてきた
「ネス……ネス……聞こえますか?
その声は、ママの声のようにまろやかな響きを持って、ぼくに話しかけてくる。
「私は……空、大地、海……そう、あなたがたの母なる地球です。優しく頼もしい私の息子
たちよ。私を救ってくれてありがとう……。私にできるのはこれくらいですが、どうそ、受
け取ってください。私は、いつまでもあなたたちを見守っていますよ……
その声を聞きながら、ぼくは再び深い眠りについた。
その声を聞きながら、ぽくは再び深い眠りについた。67
72
あれ?もう行くところがないじゃん……
呆然として、あたりを見回したとき、ぼくのリユックから3つのペンダントが飛び出した。
そして、天高く舞い上がると、3つ重なってまばゆい光を放ちはじめる
〓驚いて空をながめていると、なんと、四つ角の中心から北に向かい、大きな橋が架かった。
やがて、3つのペンダントが、ぼくの手の中にもどってくる。ぼくは、新しく架かった橋を、
ゆくりと渡りはじめた。橋を渡りきると、目の前に大きな海が広がった。エデンの海だ。
驚いたことに、エデンの海のまん中には、何度も見たことのある、あの黄金像がー
「ネス、よくきたな……」

